
東
京
医
学
校
解
剖
学
教
師
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ー
’
一
シ
シ
の
後
任
と
し
て
、
ハ
ン
ス
・
ギ
ー
ル
ヶ
（
函
曽
礎
思
巳
罵
目
冨
ａ
Ｑ
命
鼻
①
〉
岳
ミ
ー

儲
盟
）
が
明
治
十
年
三
月
（
一
八
七
七
）
着
任
す
る
。
そ
の
後
任
は
ヨ
ゼ
フ
・
デ
ィ
ッ
セ
Ｃ
Ｏ
唖
①
嘗
国
侭
。
ぐ
旨
。
２
Ｎ
目
“
ぬ
⑦
）
岳
認
ｌ
己
届
）
で
、

明
治
十
三
年
二
月
（
一
八
八
○
）
か
ら
二
十
年
五
月
（
一
八
八
七
）
ま
で
で
あ
る
。
同
校
が
東
京
大
学
医
学
部
か
ら
帝
国
大
学
医
科
大
学
へ
と
脱

（
１
）

皮
し
て
ゆ
く
時
期
に
当
り
、
デ
ー
’
一
シ
シ
は
も
ち
ろ
ん
な
が
ら
、
彼
ら
が
日
本
の
解
剖
学
（
者
）
を
自
立
さ
せ
た
功
績
は
大
き
い
。

こ
の
た
び
、
両
氏
の
そ
れ
ぞ
れ
解
剖
学
テ
キ
ス
ト
を
調
べ
る
機
会
を
得
た
の
で
、
以
下
報
告
す
る
。

国
酢
貝
庁
予
昌
ａ
ｏ
ｇ
ｇ

固
胃
）
］
９
戸
再
口
、
（
、
で
）

○
回
ロ
岸
巴
目
山
ぐ
．
沢
（

し

２

（
２
）

ギ
ー
ル
ヶ
の
テ
キ
ス
ト
は
シ
ロ
胃
○
目
“
。
胃
ぐ
。
胃
侭
の
》
弓
。
底
。
》
届
認
ｌ
己
で
あ
り
（
図
１
）
、
そ
の
構
成
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

1

御
雇
解
剖
学
教
師
ギ
ー
ル
ケ
と
デ
ィ
ヅ
セ
ニ
ー

①
①
斥
己
岸
Ｉ
Ｆ
酔
貝
①

侭
。
で
釣

、
門
岸
〕
○
門
い
×
》
①
《
○
。
（
①
「
も
。
）

、
言
ａ
①
唾
日
○
］
○
四
①
冒
丘
シ
員
言
．
○
］
○
唱
の

蠅
稚
雍
捧
權
識
壗
壁
一
再
部
惨
塞
一
病
昭
和
五
十
六
年
九
月
二
十
八
日
受
付

小

関
恒
雄
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以
上
、
計
七
六
七
頁
あ
ま
り
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
図
は
入
っ
て
い
な
い
。
内
容
は
靱
帯
関
節
学
、
筋
学
、
脈
管
学
、
解
剖
（
組
織
）
学
総

論
、
内
臓
学
、
感
覚
器
学
（
一
部
）
で
あ
る
。
ギ
ー
ル
ヶ
の
在
任
は
一
八
七
七
’
八
○
年
の
間
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
（
一
八
七
八
’
七

（
の
。
）

九
）
は
彼
の
講
義
（
録
）
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
こ
れ
ら
の
他
、
前
後
が
刊
行
さ
れ
た
の
か
否
か
、
管
見
し
え
な
か
っ
た
。

デ
ー
ニ
ッ
ッ
が
警
視
庁
に
去
っ
た
あ
と
、
田
口
和
美
が
明
治
九
年
七
月
（
一
八
七
六
）
よ
り
「
解
剖
学
教
授
欠
員
中
凡
六
箇
月
間
外
国
教
授

、
一
目
目
の
、
○
居
、
創
口
①
（
や
）

国
営
庁
詳
巨
冒
甑
己
尉

甲
〆
目
○
四
筥
局
］
・
合
‐
昌
如
国
冒
一
国
《
冒
凹

両
一
目
岨
①
ミ
旬
匙
ユ
①
苛
司
や
．
切
亘
色
目
、
｝
目
》
○
一
○
哩
の

。
⑦
散
の
里
の
宮
●
⑦
．
シ
口
唱
○

国
胃
二
国
芦
員
侭
（
、
で
）

○
四
凰
蔚
｝
甲
ぐ
．
ロ
闇

月
月
彦
国
］
．
シ
一
両
⑦
日
①
旨
①

ア
【
巨
堕
宍
①
］
｝
の
昏
冒
．
①
．
シ
高
く
○
］
○
ぬ
一
①

○
画
凰
蔚
］
目
占
員
．
己
国
ぐ
①
ａ
間
昌
日
鴨
言
：
旨
い
ｐ
ｐ
ｑ
開
冒
①
己
昌
淵
昌
〕
己
９
”
命
名
胃
昌
５
巨
駕
【
・
胃
日
切
○
号
局
〔
旨
い
、
預
討
日
ｑ
ｇ
．
シ
号
昌
匡
邑
蜆
‐

。
●

○
侭
凹
目
①
＠
貝
①
国
冒
侭
①
霞
鵲
３
房
⑦
昌
合
認
で
八
）

国
営
一
国
《
臣
ご
輯
（
』
ロ
）

シ
》
街
①
日
①
旨
③
国
己
国
日
昌
四
（
届
ｐ
）

己
尉
の
ｇ
腎
匡
日
匡
降
巴
）
ぐ
Ｏ
ａ
ｑ
⑦
］

シ
ロ
唱
○
］
○
唱
印

国
蝕
昌
員
昌
号
冒
弓
留
邑
冒
Ｐ
ｐ
尉
艀
｝
〕
‐
○
侭
四
Ｆ
…
…
（
９
つ
八
）

甲
閂
の
甘
薗
．
〔
〕
○
門
虚、

シ
画
昌
○
日
局

国
己
①
旨
冒
伊
昌
早
×
岸
己
肘
○
印
乏
①
罫
）
合
８
℃
）

国
匙
胃
国
巨
降
①
盲
》
弓
尉
浄
国
巴
閏
ご
巨
爵
の
言
）
①
甘
・
（
弓
、
や
）

ロ
嚴
諺
員
①
国
①
己
○
匹
日
。
陣
ｗ
匡
脚
噸
凹
Ｑ
国
。
口
廼
の
甘
‘
（
届
い
つ
）
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し
実
際
は
四
等
本
科
生
に

（
３
）

時
間
」
を
費
し
た
と
い
う
。

明
治
十
年
十
二
月
よ
り
‐

夏
半
期
六
時
間
）
、
「
組
織
琴

明
治
十
年
十
二
月
よ
り
十
一
年
十
一
月
ま
で
の
一
年
間
（
冬
、
夏
半
期
）
に
ギ
ー
ル
ヶ
は
、
五
等
本
科
生
に
「
解
剖
学
」
（
冬
半
期
週
七
時
間
、

夏
半
期
六
時
間
）
、
「
組
織
学
」
（
夏
、
三
時
間
）
、
「
顕
微
鏡
用
法
」
（
夏
、
一
蒔
間
）
を
、
四
等
本
科
生
に
「
解
剖
演
習
」
（
冬
、
一
八
時
間
）
、
「
五

感
機
解
剖
学
」
（
夏
、
二
時
間
）
を
、
一
、
二
等
本
科
生
に
「
外
科
解
剖
学
」
そ
れ
に
「
外
科
学
」
（
シ
『
｝
ル
ッ
ェ
帰
国
中
）
を
も
担
当
し
て
い

る
（
冬
、
各
二
時
間
）
。
あ
る
時
間
な
ど
は
講
義
を
し
つ
つ
他
の
学
年
に
演
習
を
や
ら
せ
る
こ
と
も
や
っ
て
い
る
。
彼
は
「
生
徒
ノ
需
メ
ニ
応
シ

テ
備
忘
録
ヲ
上
梓
シ
各
自
一
二
部
ヲ
持
タ
」
せ
た
。
「
此
備
忘
録
ヲ
製
ス
ル
｜
一
大
一
一
尽
力
シ
殆
ト
全
放
課
時
間
ヲ
費
セ
リ
是
レ
本
部
二
完
全
ナ

圏普鐺 中央輔

ANATOMI ]{TRAGE

「
（
明
治
一
○
年
）
十
二
月
迄
〈
骨
論
靱
帯
論
筋
論
組
織
学
総
論
ヲ
講
述
セ
リ
」
「
此
四
科
教
授
ノ
為
メ
ニ
毎
週
六

UEⅡAI』･11卜;H

INI)ERMI1)ICINISMENAMIIMIIEZUT(}KI()!

V()N

】〕rI鷺-1-A画呂GIEnI玉]丑

。
ｑ
、
ｄ

一
価
‐

0

へ
九
く
Ｊ
－

ノ
代
理
ヲ
負
担
」
し
た
。
そ
し
て
よ
う
や
く

う
（
４
）

ビ
「
ウ
ル
ッ
ブ
ル
ヒ
府
大
学
校
之
助
教
」
ギ
ー

ト
群
ル
ヶ
が
明
治
十
年
三
月
（
一
八
七
七
）
着
任
す

”
ａｒｍ

る
。
い
つ
か
ら
講
義
が
始
ま
っ
た
の
か
「
ギ

Ｖ
ｅ
‐
ル
ヶ
氏
病
一
一
由
テ
申
報
ヲ
製
ス
ル
コ
ト
能

．
（
５
）

●
皿
ハ
ス
」
と
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
前
述
の

Ｏｔ

ｍ
ご
と
く
、
代
講
し
て
い
た
田
口
和
美
を
引
継

Ａ著
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。
「
明
治
十
年
夏
半
期
学

ケル
科
表
」
（
六
’
二
月
）
に
は
、
五
等
本
科
生

ギ
（
一
年
生
）
「
解
剖
演
習
」
週
六
時
間
、
「
組
織

１
学
」
四
時
間
、
四
等
本
科
生
（
二
年
生
）
「
組

図
（
５
）

織
学
演
習
」
三
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
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明
治
十
一
年
十
二
月
よ
り
十
二
年
十
一
月
に
至
る
年
度
は
よ
う
や
く
授
業
が
軌
道
に
乗
る
。
五
等
本
科
生
は
冬
半
期
、
夏
半
期
一
カ
年
で
骨

論
靱
帯
論
筋
論
臓
賄
論
組
織
学
総
論
を
、
次
年
度
（
四
等
本
科
生
）
冬
学
期
で
「
余
ス
所
ノ
部
」
と
「
実
地
演
習
」
を
、
同
夏
学
期
で
「
顕
微
鏡

（
６
）

用
法
」
を
、
す
な
わ
ち
解
剖
学
組
織
学
を
二
年
間
で
終
了
す
る
。

な
お
ギ
ー
ル
ヶ
の
原
著
テ
キ
ス
ト
は
管
見
し
え
な
い
が
、
田
口
和
美
が
編
纂
し
た
『
人
体
組
織
攪
要
」
（
一
八
八
○
’
八
四
）
が
あ
る
・
ギ
ー
ル

ヶ
の
帰
国
直
後
出
版
し
だ
し
た
も
の
で
あ
り
、
た
ぶ
ん
田
口
が
別
課
医
学
科
で
教
科
書
に
使
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
学
科
の
「
解
剖
学
及
組

（
３
）

ル
解
剖
教
授
書
ナ
キ
」
た
め
と
い
う
。
こ
の
「
備
忘
録
」
が
前
述
テ
キ
ス
ト
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
彼
は
解
剖
学
（
理
論
）
を
ほ

ぼ
骨
論
靱
帯
論
筋
論
臓
肺
論
器
管
系
統
及
神
経
系
統
の
順
で
講
義
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
前
述
テ
キ
ス
ト
の
順
序
と
は
大
体
合
う
が
、
骨
論
お

よ
び
神
経
系
統
が
欠
け
て
い
る
。
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2

’
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
学
科
の
「
解
剖
学
及
組

（
７
）

織
学
」
教
科
要
目
に
よ
れ
ば
「
此
二
学

ｅ・
皿
（
解
剖
、
組
織
）
’
一
用
フ
ル
教
科
書
ハ
教

Ｏｔ
ｌ
蛇
授
田
口
和
美
著
解
剖
攪
要
及
人
体
組
織

一
⑯
動
攪
要
ノ
ー
書
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い

恥
対
る
。
『
人
体
組
織
攪
要
』
は
「
ギ
ー
ル

皿
体
ケ
氏
ノ
撰
述
セ
ル
組
織
学
ノ
備
忘
録
及

Ｇ
ｎ

著
嘩
同
国
刊
行
ノ
新
著
二
係
ル
組
織
聿
巨
等
ョ

痙
蝿
リ
最
モ
研
学
二
喫
緊
ナ
ル
条
項
ヲ
抄

一
万
唯
訳
」
し
た
も
の
で
あ
る
。

２

本
書
の
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

図

る
。
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（
蝿
）

ギ
ー
ル
ケ
は
明
治
十
三
年
三
月
（
一
八
八
○
）
雇
満
期
と
な
る
が
、
同
年
五
月
ま
で
雇
継
さ
れ
る
。
結
局
、
学
期
半
ば
で
帰
国
す
る
。
彼
は

（
鮎
）

病
気
勝
ち
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
９
．
ｍ
）

な
お
本
書
は
同
氏
『
解
剖
攪
要
』
と
と
も
に
当
時
の
医
学
校
で
講
本
に
用
い
ら
れ
た
り
し
た
好
著
で
あ
る
。
ち
な
み
に
当
時
流
布
し
て
い
た

教
科
書
（
原
書
）
は
イ
ヘ
ソ
レ
ー
Ｃ
・
顕
昌
①
）
、
ク
ラ
ウ
ビ
、
ク
ヱ
ン
Ｃ
・
Ｐ
届
旨
）
の
解
剖
学
言
、
キ
ョ
ル
リ
ヶ
ル
ｓ
，
〆
。
。
］
罠
８
、
ス
ト

（
７
）
（
、
）

リ
ッ
ケ
ル
ａ
，
昏
鳶
の
『
）
、
フ
ラ
イ
（
国
．
早
の
言
）
の
組
織
学
書
な
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
阿
知
波
は
当
時
の
教
科
書
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

本
書
が
ギ
ー
ル
ケ
の
「
備
忘
録
」
を
基
に
し
て
い
る
な
ら
、
彼
が
準
拠
し
た
で
あ
ろ
う
教
科
書
が
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
す
る
と
本
書
は
う

（
翅
・
鱒
）
（
皿
）

ラ
イ
、
ケ
リ
ケ
ル
な
ど
の
組
織
学
書
か
ら
図
解
の
大
半
を
模
写
し
て
い
る
の
で
、
た
ぶ
ん
ギ
ー
ル
ヶ
は
こ
れ
ら
教
科
書
を
参
考
に
し
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
（
ち
な
み
に
彼
は
乏
言
号
二
個
の
ケ
リ
ヶ
ル
の
助
手
を
し
て
い
た
と
き
、
師
の
推
薦
で
来
日
し
た
の
で
あ
る
。
）

序
論

第
一
編
組
織

（
第
一
章
消
食
器
第
二
章
呼
、

附
図
（
第
一
’
第
二
百
五
十
五
図
）

（
第
一
章
上
皮

章
骨
組
織
第

第
二
編
器
臓
論

細
胞
ノ
身
体
ヲ
結
構
ス
ル
為
二
受
ク
ル
所
ノ
変
化

細
胞
及
細
胞
ノ
性
質

皮
第
二
章
血
液
、
淋
巴
液
及
乳
廩

第
六
章
筋
組
織
第
七
章
神
経
組
織

｛
○
八
）
）

第
二
章
呼
吸
器
第
三
章
溺
器
第
四
章
生
殖
器
）

第
三
章
結
締
質
及
結
締
組
織
、
弾
力
組
織
、
脂
肪
組
織
第
四
章
軟
骨
組
織
第
五

第
八
章
腺
組
織
第
九
章
歯
組
織
附
録
血
管
及
淋
巴
管
）
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（
灯
）

デ
ィ
ッ
セ
は
明
治
十
三
年
三
月
（
一
八
八
○
）
よ
り
講
義
を
開
始
す
る
。
五
等
本
科
生
に
「
筋
論
及
上
臓
胴
諭
ノ
初
篇
〔
消
化
器
〕
其
他
」
、

四
等
本
科
生
に
は
「
解
剖
学
実
地
演
習
」
を
教
え
る
。
夏
半
期
（
同
年
六
月
よ
り
）
は
五
等
本
科
生
に
「
呼
吸
器
尿
器
生
殖
器
脈
管
血
脈
管
腺
及

上
神
経
系
統
中
枢
器
」
、
そ
の
他
「
解
剖
汎
論
」
を
、
四
等
五
等
本
科
生
に
は
一
顕
微
鏡
学
」
を
教
え
る
。
学
科
表
に
よ
れ
ば
、
冬
半
期
（
明

治
一
二
年
一
二
月
’
一
三
年
五
月
）
は
ギ
ー
ル
ヶ
担
当
で
「
解
剖
学
」
を
五
等
本
科
生
に
週
十
二
時
間
、
四
等
本
科
生
に
週
十
八
時
間
と
な
っ
て

い
る
。
（
前
記
の
ご
と
く
実
際
は
デ
ィ
ッ
セ
が
十
三
年
三
月
か
ら
替
っ
て
い
る
。
）
以
降
夏
半
期
は
五
等
本
科
生
が
「
解
剖
学
総
論
」
週
二
時
間
、
「
解

剖
学
」
五
時
間
、
「
組
織
学
」
五
時
間
、
四
等
本
科
生
は
「
顕
微
鏡
用
法
」
一
時
間
、
「
顕
微
鏡
実
地
演
習
」
四
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

日
、_ノ

C

（
躯
）

デ
ィ
ッ
セ
も
ま
た
明
治
十
五
年
テ
キ
ス
ト
⑦
昌
且
易
い
号
罵
少
画
昌
。
目
の
号
吻
巨
目
“
９
９
〉
届
馬
を
印
刷
し
て
い
る
（
図
２
）
。
管
見
し
え
た

の
は
（
も
ち
ろ
ん
一
部
な
の
で
あ
ろ
う
が
）
筋
学
の
部
分
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

（
岨
）

圃
言
置
戸
貫
拓
（
号
．
州
鵬
叫
）

夛
号
邑
侭
冒
旦
＄
シ
芦
．
日
吻
（
？
『

国
国
昂
舜
貝
〕
匡
切
屏
座
園
（
ロ
噂
』
ｌ
い
い
）

国
四
厘
旦
〆
員
〕
匡
切
斥
巴
口
（
ｐ
い
い
ｌ
い
い
）

詞
口
ｏ
詩
の
ご
日
僅
鳥
堅
昌
含
．
忠
ｌ
患
）

戸
島
腸
宍
堅
ｐ
Ｑ
国
匡
目
月
胃
街
巨
田
淵
言
①
寓
昌
威
計
（
口
四
や
１
ｍ
↑
）

ギ
ー
ル
ヶ
が
更
迭
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
早
々
と
デ
ィ
ッ
セ
（
ス
ト
ラ
ス
。
フ
ル
ク
大
学
解
剖
学
助
手
）
が
招
か
れ
る
。
（
明
治
一
三
年
二
月
二
七

3

『
ｌ
い
Ｃ
）
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（
”
）

明
治
十
三
年
冬
学
期
よ
り
十
四
年
十
一
月
に
至
る
デ
ィ
ッ
セ
の
申
報
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
四
等
学
生
に
は
冬
学
期
「
解
剖
学
実
地
演

習
」
お
よ
び
「
胎
生
学
汎
論
及
胎
生
学
各
論
」
「
神
経
解
剖
学
及
五
官
器
解
剖
論
理
」
を
、
夏
学
期
は
「
顕
微
鏡
学
実
地
」
を
教
え
る
。
五
等

学
生
に
は
冬
学
期
に
「
系
統
解
剖
学
ノ
前
編
即
チ
骨
学
靱
帯
学
筋
学
及
内
臓
学
」
、
夏
学
期
に
は
同
後
編
「
生
殖
器
学
脈
管
学
及
神
経
学
」
そ

す
な
わ
ち
「
解
剖
学
科
ノ
区
域
頗
ル
広
潤
ナ
ル
ヲ
以
テ
」
二
年
を
要
し
、
「
前
一
ヶ
年
〈
主
ト
シ
テ
理
論
ト
実
験
ト
ヲ
教
導
シ
学
生
ヲ
シ
テ

勉
テ
研
学
ノ
針
路
ヲ
知
ラ
シ
メ
后
一
カ
年
ハ
既
一
一
通
暁
シ
タ
ル
所
ノ
モ
ノ
ヲ
能
ク
温
習
シ
勉
テ
実
際
二
渉
リ
解
剖
学
究
瀧
ノ
方
法
ヲ
知
ラ
シ

ム
」
。
こ
の
年
度
の
医
学
本
科
生
学
科
表
で
み
る
と
、
冬
学
期
は
五
等
本
科
生
に
週
「
解
剖
学
」
六
時
間
、
「
解
剖
学
実
地
演
習
」
十
二
時
間
、

四
等
本
科
生
に
「
胎
生
学
」
六
時
間
、
夏
学
期
は
五
等
本
科
生
に
「
解
剖
学
」
十
二
時
間
、
四
等
本
科
生
に
「
顕
微
鏡
用
法
」
五
時
間
と
な
っ

学
生
に
は
冬
学
期
に

の
他
「
普
通
解
剖
学
」

明
治
十
四
年
一
’
二
月
は
「
極
寒
酷
烈
近
年
一
一
稀
ナ
ル
ニ
会
上
」
、
い
ま
ま
で
な
か
な
か
作
れ
な
か
っ
た
「
人
体
ノ
凍
製
縦
断
及
横
断
面
」

（
卯
）

標
本
を
田
口
和
美
や
今
田
束
ら
と
作
製
し
た
。

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
な
る
と
「
局
虎
解
剖
学
」
が
設
け
ら
れ
る
。
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
学
科
表
に
は
第
一
年
（
五
等
学
生
）
は

冬
夏
学
期
「
解
剖
学
」
、
第
二
年
（
四
等
学
生
）
は
冬
「
解
剖
実
地
演
習
」
、
夏
「
実
地
組
織
学
」
、
第
四
、
第
五
年
（
二
等
、
一
等
学
生
）
に
は
冬

（
皿
）

夏
学
期
「
局
庭
解
剖
学
」
と
な
っ
て
い
る
。

、
ｎ
Ｕ
〆

〆
の
鼻
』

て
い
る
。

（
ぬ
）

こ
れ
ら
活
字
頁
の
前
後
、
中
間
に
随
所
白
紙
を
は
さ
め
、
書
入
れ
が
し
て
あ
る
。

４

（
配
）

や
が
て
小
金
井
良
精
（
明
治
一
三
年
留
学
）
が
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
帰
朝
し
、
同
年
九
月
よ
り
解
剖
学
を
担
当
す
る
。
デ
ィ
ッ
セ
は
引

を
教
え
た
。
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小
川
鼎
三
先
生
の
御
校
閲
に
深
謝
す
る
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
御
便
宜
を
い
た
だ
い
た
国
立
国
会
図
書
館
、
金
沢
大
学
、
名
古
屋
大
学
そ
の
他

多
く
の
図
書
館
関
係
各
位
に
お
礼
申
し
あ
げ
る
。

デ
ー
’
一
シ
シ
の
後
任
ギ
ー
ル
ヶ
（
明
治
一
○
’
一
三
年
）
、
そ
の
後
任
デ
ィ
ッ
セ
（
明
治
二
一
丁
二
○
年
）
の
講
義
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ

編
ん
だ
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
教
授
申
報
に
基
づ
い
て
、
概
要
を
述
べ
た
。

こ
れ
ら
ド
イ
ツ
人
教
師
に
よ
る
授
業
は
、
田
口
和
美
、
今
田
束
ら
が
補
佐
し
、
や
が
て
小
金
井
良
精
（
明
治
一
八
年
）
に
よ
り
引
継
が
れ
て

ゆ
く
。 デ

ィ
ッ
セ
は
明
治
二
十
年
五
月
二
十
六
日
（
一
八
八
七
）
満
期
解
雇
と
な
り
、
何
月
二
十
八
日
、
学
術
取
調
の
た
め
渡
欧
す
る
田
口
和
美
ら

と
一
緒
に
出
航
帰
国
す
る
（
中
外
医
事
新
報
一
七
三
号
一
八
八
七
）
。
す
で
に
東
京
大
学
医
学
部
は
帝
国
大
学
医
科
大
学
と
改
称
さ
れ
（
一
八
八
六
）
、

変
貌
を
と
げ
て
ゆ
く
。

で
窺
え
る
に
す
ぎ
な
い
。

お
わ
り
に

わ
が
国
に
専
門
教
師
に
よ
る
解
剖
学
の
講
義
が
始
ま
っ
た
の
は
Ｗ
・
デ
ー
ニ
ッ
ッ
に
よ
る
東
京
医
学
校
（
明
治
六
’
九
年
）
の
そ
れ
で
あ
る

か
、
講
義
等
の
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、
間
接
的
に
田
口
和
美
『
解
剖
攪
要
』
（
一
八
七
七
’
八
二
）
や
奈
良
坂
源
一
郎
『
解
剖
大
全
』
（
一
八
八
三
）

（
認
）

続
き
「
局
所
解
剖
学
」
を
分
担
す
る
が
、
「
病
理
学
病
体
解
剖
学
組
織
学
」
担
当
と
な
る
。
い
ま
ま
で
病
理
学
は
ベ
ル
ッ
兼
担
だ
っ
た
が
、
デ

（
別
）
（
妬
）

イ
ッ
セ
が
初
代
病
理
学
専
任
教
師
と
な
る
。
こ
こ
で
の
主
な
仕
事
が
田
口
和
美
と
の
「
徽
毒
ノ
伝
染
毒
論
」
と
い
う
一
大
論
文
と
な
る
。
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11109 876543
口レーレン圏ししゞ

ハヘハ

191817
ｰｰｰ

（
妬
）

へへへへ

15141312
レーレレ

文
献
お
よ
び
註

石
橋
長
英
・
小
川
鼎
三
、
『
お
雇
い
外
国
人
⑨
医
学
』
、
鹿
島
出
版
会
、
一
九
六
九
。

管
見
し
え
た
の
は
木
村
孝
蔵
、
川
原
汎
（
邦
太
郎
）
各
旧
蔵
本
で
あ
る
。
彼
ら
は
明
治
十
年
ご
ろ
五
等
本
科
生
で
あ
っ
た
か
ら
、
ギ
ー
ル
ヶ
に
直
接

習
っ
た
と
き
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
ろ
う
か
（
「
東
京
大
学
医
学
部
一
覧
」
明
治
十
年
）
。

「
東
京
大
学
医
学
部
第
五
年
報
」
（
明
治
一
○
年
一
二
月
’
二
年
二
月
）
、
一
八
七
九
。

東
京
大
学
医
学
部
「
外
国
教
師
一
切
之
件
」
（
明
治
十
年
）
。

「
東
京
大
学
医
学
部
第
四
年
報
」
（
明
治
九
年
一
二
月
’
一
○
年
二
月
）
、
一
八
七
八
。

「
東
京
大
学
医
学
部
第
六
年
報
」
（
明
治
二
年
一
二
月
’
一
二
年
二
月
）
、
一
八
八
○
。

「
東
京
大
学
医
学
部
一
覧
」
（
明
治
一
四
、
一
五
年
）
、
一
八
八
二
。

な
お
本
書
凡
例
に
よ
れ
ば
、
（
第
四
章
生
殖
器
に
続
き
）
血
管
腺
、
神
経
系
統
ノ
中
枢
部
及
五
官
器
が
続
く
、
と
あ
る
。

小
川
鼎
三
、
「
明
治
前
日
本
解
剖
学
史
」
、
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
五
五
。

『
金
沢
大
学
医
学
部
百
年
史
』
、
金
沢
大
学
医
学
部
創
立
百
年
記
念
会
、
一
九
七
二
。

阿
知
波
五
郎
、
幕
末
明
治
初
期
（
一
八
四
○
’
一
八
八
七
）
解
剖
学
書
（
内
、
外
）
目
録
に
つ
い
て
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
二
二
巻
、
二
一
五
’
二

卑
皇
》
国
・
叩
○
旨
己
烏
回
帰
号
再
国
冒
○
さ
巴
①
Ｎ
員
国
ロ
冨
冒
昌
函
甘
口
勝
聾
巨
島
目
甘
口
①
易
①
ぎ
の
Ｐ
君
．
国
ご
鴨
一
日
脚
ご
Ｐ
Ｆ
①
５
Ｎ
面
》
房
計
．

即
ｑ
》
国
・
茜
国
創
旨
Ｑ
ケ
匡
号
号
局
国
営
○
ざ
四
①
匡
ご
Ｑ
出
宮
○
号
の
冒
尉
烏
ｍ
員
⑦
旨
の
ｇ
①
Ｐ
切
少
島
・
〕
君
．
国
品
の
言
同
日
〕
迦
Ｆ
の
言
侭
噸
崗
計
．

宍
○
①
罠
庸
吋
）
シ
・
や
国
秒
画
ｇ
ｇ
ｇ
計
時
⑦
の
葛
９
①
庁
胃
⑦
号
い
旨
①
扇
島
①
口
）
君
．
固
品
巴
日
四
目
国
》
馬
菅
圏
磑
》
（
洲
掴
挙
式
少
昌
・
〕
扁
沼
ｌ
后
ｇ
）
．

明
治
十
三
年
三
月
三
日
ギ
ー
ル
ヶ
は
「
傭
期
既
二
満
チ
代
員
ヂ
ス
セ
氏
ノ
来
着
ア
リ
ト
雛
学
期
ノ
半
（
’
一
於
テ
解
傭
ス
ル
ハ
授
業
上
一
一
支
障
ア
ル
ヲ

（
猫
）

以
テ
五
月
三
十
一
日
マ
テ
在
任
ヲ
約
ス
」
。

『
ベ
ル
ッ
の
日
記
』
（
明
治
一
三
年
六
月
一
三
日
）
に
は
「
ギ
ー
ル
ヶ
は
上
品
で
、
す
こ
ぶ
る
熱
意
の
あ
る
人
物
だ
が
、
惜
い
か
な
常
に
病
身
で
あ

る
。
こ
の
理
由
で
日
本
当
局
も
、
か
れ
に
は
無
断
で
、
別
の
人
間
（
デ
ィ
ッ
セ
）
を
雇
入
れ
た
」
と
あ
る
。

「
東
京
大
学
医
学
部
第
七
年
報
」
（
明
治
一
二
年
一
二
月
’
一
三
年
二
月
）
、
一
八
八
一
・

デ
ィ
ッ
セ
に
は
こ
れ
と
同
題
の
著
書
（
一
八
九
二
年
刊
）
が
あ
る
と
い
う
が
、
管
見
し
え
な
か
っ
た
。

金
沢
大
学
所
蔵
の
も
の
は
、
佐
々
木
逵
（
帝
国
大
学
医
科
大
学
、
明
治
二
一
年
卒
）
旧
蔵
本
で
あ
る
。
手
書
き
の
部
分
は
常
識
的
に
は
旧
蔵
者
が
書

三
六
頁
、
一
九
七
六
。
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､

幻

シ
如
脚
２
８
の
脇
○
門
８
》
毎
房
堅
日
ロ
○
日
厨
）
も
８
諦
協
９
９
日
届
８
日
冠
日
弓
○
弄
冒
Ｃ
ｅ
己
く
９
霞
ご
〕
国
凹
易
①
尉
鳥
①
葛
彦
○

亭
之
口
吻
四
目
回
国
四
詳
○
同
昌
冠
四
閉
届
《
四
国
計
四
骨
ご
く
毎
吋
Ｎ
ケ
ロ
門
、
〔
］
国
』
ぐ
の
【
．
、
民
式
乏
四
ｍ
○
ヶ
○
い
の
目
〕
昌
程
、
『
『
・
甲
閂
の
一
⑦
。
弄
巨
門
の
Ｑ
Ｏ
目
騨
昌
凶
（
○
吋
画
く
四
目
Ｑ

●

嵐
、
言
巳
品
昌
昌
号
①
弓
○
宍
旦
Ｏ
ｍ
ｇ
ｏ
巳
》
岳
①
国
で
口
匡
』
号
の
ｑ
國
旨
四
口
目
日
昌
ｏ
巳
蔚
〆
号
○
○
Ｆ
《
辱
少
冒
昌
日
日
酸
号
⑦
ぐ
○
貝
国
鴨
冒
屋
認

●
■
》
》
●

８
易
忌
（
国
叩
己
．
国
一
切
庁
ｇ
員
●
①
昌
○
苛
め
○
口
臣
ｍ
８
ざ
ぬ
く
葛
９
①
言
閏
邑
昌
①
９
ケ
冒
昏
の
蔚
四
ａ
匡
邑
、
、
日
南
９
月
○
戸
琶
○

へへへ

252423
ゞ一一

へハヘ

222120
曹曹し

「
帝
国
大
学
一
覧
」
（
明
治
一
九
、
二
○
年
）
、
一
八
八
六
。

東
京
帝
国
大
学
医
学
部
病
理
学
教
室
、
『
東
京
帝
国
大
学
病
理
学
教
室
五
十
年
史
』
上
巻
、
一
九
三
九
．

ロ
菌
①
》
］
．
巨
・
弓
秒
加
巨
、
ご
》
〆
．
“
ロ
圏
○
○
昌
凋
旨
日
号
副
い
く
も
巨
房
》
冨
旨
．
日
ａ
，
甸
肖
．
歸
巴
開
昌
舎
鼬
壱
○
目
．
己
昌
ぐ
・
）
陦
宇
電
》
目
國
壁
宇
〆
巨

』
圏
ゴ
ロ
爵
⑦
〕
］
・
北
島
茸
○
・
〉
己
扇
ｎ
ケ
目
①
旦
夛
さ
・
〕
揖
野
、
、
や
認
虫
届
的
式

「
東
京
大
学
第
一
年
報
」
（
明
治
一
三
年
九
月
’
一
四
年
一
二
月
）
、
一
八
八
二
。

「
東
京
大
学
第
三
年
報
」
（
明
治
一
五
年
九
月
’
二
ハ
年
一
二
月
）
、
一
八
八
四
。

小
金
井
良
精
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
解
剖
学
教
室
略
誌
附
一
図
、
東
京
医
学
会
創
立
廿
五
年
祝
賀
論
文
、
第
一
輯
、
七
’
二
七
頁
、
一
九
一

で
あ
ろ
う
か
。

一
一
○ い

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
断
定
は
で
き
ま
い
。
佐
々
木
は
明
治
十
六
年
ご
ろ
本
科
に
進
ん
だ
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
の
デ
ィ
ッ
セ
の
テ
キ
ス
ト

四
四
口
の
の
話
禺
丙
の
ｍ
ご
Ｑ
］
○
の
①
で
ゴ
ロ
厨
の
興
甸
○
３
億
国
目
①
四
９
房
勗
旦
シ
ご
胃
○
冒
曼

胃
目
○
丙
冒
○
〔
言
弓
①
吊
里
９
国
四
局
ご
旨
号
①
言
①
畳
国
尉
画
（
勺
画
風
こ

ず
く

弓
２
口
①
○
嗣
○
、
国
侭
胃

（
新
潟
大
学
医
学
部
）
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University,KazuyoshiTaguchi.

Inl880JosephDisse,anassistantanatomistatStrasbourgUniversitywaselectedassuccessorto

Dr.Gierke.Heslsoissuedatranscriptofhislecturesonanatomy,;GGrundrissderAnatomiedesMens-

chen''inl822(Fig.2).HeleftJapaninl887.

Thosetextbookswereofgreathelpintheprogressofanatomicalscienceinthiscountry.
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